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		昭和62(1987)年度～平成元(1989)年度



		· 水道創設１００周年記念事業として、海外研修員独自受入事業を開始（昭和62(1987)年～）

· タイ・ＭＷＡ（首都圏水道公社）／ＰＷＡ（地方水道公社）、インドネシア・公共事業省／メダン水道公社、ケニアから研修員を受入

· 横浜／上海友好都市交流事業として上海市水務局から受入



		平成２(1990)年度～平成５(1993)年度



		· 国際協力事業の審議機関として、国際協力委員会を設置（６年１月）。下部組織として、国際協力専門委員

を選出。国際協力専門委員会を開催（同年２月）

· 独自受入事業：タイ・ＭＷＡ／ＰＷＡ、インドネシア・メダン水道公社／公共事業省、ケニアから受入



		平成６(1994)年度～平成１０(1998)年度



		· 国際交流講演会を開始（６年～）

· 国際交流１０周年記念セミナーをメダン（３回実施）・タイで開催



		平成１１(1999)年度～平成１４(2002)年度



		· CITYNETと連携した研修員受入事業を開始（11年～）

· JICA横浜国際センター開設立(14年９月)



		平成１５(2003)年度～平成１７(2005)年度



		· 　JICA横浜と連携して地域提案型草の根技術協力事業を開始。ベトナム国フエ市／ホーチミン市との研修員受入・職員派遣。（15年９月～18年３月）

· 長年の途上国への水道技術協力に対し、第2回JICA理事長表彰受賞（17年）

★　JICA国別研修「水道経営」に協力し、ウズベキスタン・カザフスタン・タジキスタンから研修員受入（15～17年度）

· ＪＩＣＡとの連携によるカンボジアへの技術協力を実施（研修員受入、職員派遣）

· インドネシア・バンダアチェ復興支援（漏水防止）のため、JICA・CITYNETと連携し、職員派遣と資材供与を実施（17年度）
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		平成１８(2006)年度～平成２０(2008)年度



		· ＪＩＣＡ「ベトナム国中部地区水道事業人材育成プロジェクト」に全面協力（19年３月～21年２月）（研修員受入・職員派遣）

プロジェクトにより、２０年６月にはフエ市内で、２１年８月にはフエ省全域で「安全な水宣言」が出された。

★　アフリカ開発会議（TICAD Ⅳ）横浜開催を契機に、JICAと連携してアフリカ研修受入を開始（20年度～）

★　JICA地域別研修「中央アジア地域中小規模都市給水道経営」に協力し、ウズベキスタン・カザフスタン・タジキスタン、キルギスから研修員受入（18～22年度）



		平成２１(2009)年度～平成２３(2011)年度



		· JICA「ベトナム国中部地域都市上水道事業体能力開発プロジェクト」に全面協力（22～25年度）

· ベトナム３機関との４者覚書に基づく協力事業を開始（21年度～）

· JICA集団研修「アフリカ地域都市上水道事業技術者養成」コースの継続的な実施

· JICAと共催で、「アジア地域上水道事業幹部フォーラム」を開催。９か国から33名の幹部を招聘。（22年2月）

· 第６回、第７回IWA（国際水協会）ワークショップをIWA,日本水道協会と共催（22年度、23年度）



		平成２４（2012）年度～平成２６（2014）年度



		· ベトナム３機関との４者覚書を更新（24年11月）

★　JICA草の根技術協力事業「横浜の民間技術によるベトナム国『安全な水』供給プロジェクト」実施開始（平成2625～28年度2

月）

★　JICAラオス水道公社事業管理能力向上プロジェクトに短期専門家（財政・経営計画）派遣を開始実施（25～29年度）

★　JICA共催第3回アジア上水道事業幹部フォーラム開催。12か国33名の水道事業体の幹部等を招聘（26年度）

★　ＪＩＣＡボランティア短期派遣制度を活用した職員派遣を実施（タンザニア：24年度、マラウィ：26～28、27年度）



		平成２7（2015）年度～平成２８(2016)年度



		★　ベトナム水道事業体等との覚書を更新。ダナン水道公社、建設省中部水道訓練センターを加えた５機関に拡大

· IWA LESAM（世界水協会戦略的アセットマネジメント会議）開催。23か国から220名以上が参加（27年11月）
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